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nephrectomy versus standard laparoscopic partial nephrectomy for renal hilar tumor: A prospective multi-institutional study. Int J Urol. 2020 Dec
26.

英⽂原著 4
 Tsujimura A, Hiramatsu I, Miyoshi M, Ogasa T, Miyoshi Y, Ishikawa K, Uesaka Y, Nozaki T, Shirai M, Kobayashi K, Horie S. Relationship between
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concentration and semen quality in newly-wed men. Int J Urol. 2020 Nov 30.

英⽂原著 5
Higashihara E, Horie S, Muto S, Kawano H, Tambo M, Yamaguchi T, Taguchi S,Kaname S, Yokoyama K, Yoshioka T, Furukawa T, Fukuhara H.
Imaging Identification of Rapidly Progressing Autosomal Dominant Polycystic Kidney Disease: Simple Eligibility Criterion for Tolvaptan. Am J Nephrol.
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開設の⽬的・概要　等
常染⾊体優性多発性嚢胞腎（Autosomal Dominant Polycystic Kidney Disease; ADPKD）は最も頻度の⾼い遺伝性腎疾患であり、現在責
任遺伝⼦としてPKD1とPKD2が同定されている。本講座の⽬的は、ADPKDの包括的遺伝⼦解析を⾏い病態と関連を探求することによって、新規責任遺
伝⼦や病態に関与する細胞内情報伝達系を同定し、創薬、新規治療を開発する。
ゲノムは加齢に伴い⽼化する。例えば、⾼齢男性では⼀部の細胞からY染⾊体が⽋失するY染⾊体モザイクロス（mosaic loss of chromosome Y;
mLOY）が頻繁に観察される。その他にも、加齢性のゲノム変化として、テロメア⻑の短縮やミトコンドリアDNA(mtDNA)コピー数の減少が知られている。こ
れらの加齢性のゲノム変化は、様々な疾病の発症リスクや重篤な予後と関連しており、新たなバイオマーカーとなる可能性を秘めている。本講座では、mLOY
を始めとして、複数のゲノムの加齢性変化を廉価に測定する技術を開発する。また、ゲノムの加齢性変化と泌尿器疾患の病態や予後との関わりを検討し、バイ
オマーカーを開発する。
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英⽂原著 11 Matsumoto S, Kasamo S, Horie S. Voiding time as a predictor for urinary tract function and health status. Geriatr Gerontol Int. 2020 Jul;20(7):670-
673.

英⽂原著 12 Nagaya N, Kanayama M, Nagata M, Horie S. Abiraterone Rechallenge Based on Sequential Testing of Androgen Receptor Splice Variant 7 Expression
in Circulating Tumor Cells: A Case Report. Front Oncol. 2020 Apr 8;10:495.
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Am J Mens Health. 2020 Mar-Apr;14(2):1557988320918788.
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Tanaka H.Haprin-deficient spermatozoa are incapable of in vitro fertilization. Mol Reprod Dev. 2020 May;87(5):534-541.

英⽂原著 15 Chung BH, Horie S, Chiong E. Clinical studies investigating the use of leuprorelin for prostate cancer in Asia. Prostate Int. 2020 Mar;8(1):1-9. ○
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Autrán Gómez AM, Gomez Rivas J, Ramasamy R, Loeb S. Global survey evaluating drawbacks of social media usage for practising urologists. BJU
Int. 2020 Jul;126(1):7-8.
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Apr 15;26(8):2065-2079.
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specific membrane antigen in circulating tumor cells is a new poor prognostic marker for castration-resistant prostate cancer. PLoS One. 2020 Jan
27;15(1):e0226219.
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T kobayashi. Mosaic loss of chromosome Y is more prevalent in patients with prostate cancer. 2020 European Human Genetics
onference,Berlin,Germany ,June 7, 2020
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6回学術集会, 2020.10.24 京都
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国内学会発表 19 ⼦安洋輝、アミノレブリン酸摂取における男性更年期症状に対する改善効果の検討、第93回⽇本内分泌学会学術総会、浜松、2020/7/20

国内学会発表 20 中村聡、前⽴腺全摘後尿道吻合部周囲の局所再発に対して密封⼩線源療法を施⾏した1例、第六回⽇本泌尿器腫瘍学会、京都、2020年10⽉24⽇

国内学会発表 21 中村聡、局所性前⽴腺癌に対する病巣に限局したlow-dose rate brachytherapyの有⽤性の検討、第107回⽇本泌尿器科学会総会、神⼾、2020年12⽉22⽇

国内学会発表 22 平松⼀平、辻村　晃 、副腎lymphoepithelial cystの⼀例、第32回⽇本内分泌外科学会（⻑崎予定、コロナの影響で完全WEB開催　発表は抄録のみ　2020年9⽉）

国内学会発表 23 平松⼀平、⼩笠⼤起、三好悠⽃、三好美穂、⽯川圭祐、上阪裕⾹、野﨑⼤司、⽩井雅⼈、辻村　晃、尿流測定器を⽤いた24時間の排尿記録、延べ回数7124回の検討、第27回
⽇本排尿機能学会（東京品川プリンスホテル　ハイブリット開催　現地発表　2020年10⽉16⽇）

国内学会発表 24 平松⼀平、辻村　晃、妊活男性の精液所⾒からみた⾎中亜鉛濃度の測定意義、第65回⽣殖医学会学術総会（当初京王プラザホテル予定　コロナの影響で完全WEB開催 WEBで
発表　2020年12⽉3⽇）



国内学会発表 25 平松⼀平、⼩笠⼤起、三好悠⽃、三好美穂、⽯川圭祐、上阪裕⾹、野﨑⼤司、⽩井雅⼈、⼩林⼀広、堀江重郎、辻村　晃、ブライダルチェック時、精巣微⼩⽯灰化症を有する男性
の検討、第108回⽇本泌尿器科学会総会（当初神⼾開催予定、コロナの影響で4→7→12⽉に延期。WEB開催　WEBで発表　2020年12⽉23⽇）

国内学会発表 26

国内学会発表 27 宇井万⾥⼦, 吉⼭あづさ, ⼩林拓郎, 清⽔史孝, 東直隆, 花澤喜三郎, 坂本善郎, 堀江重郎. 当院における進⾏性尿路上⽪癌に対するペムブロリズマブ療法の初期経験, 第108回
⽇本泌尿器科学会総会, 神⼾, 2020年12⽉23⽇

国内学会発表 28 吉⼭ あづさ, ⼩林 拓郎, 宇井 万⾥⼦,花澤 喜三郎, 東 直隆, 清⽔ 史孝, 坂本 善郎, 堀江重郎. 当院におけるゾーフィゴ（Ra-223）の使⽤経験, 神⼾, 2020年12⽉23⽇

国内学会発表 29 ⼩林 拓郎, 清⽔ 史孝, 坂本 善郎, 横⽥ 英介, ⽯井 義之, 磯部 英⾏, 永⽥ 政義, 武藤 智, 堀江 重郎.膀胱全摘＋回腸導管造設術後の傍ストマヘルニア発症リスク因⼦の検
討, 神⼾, 2020年12⽉23⽇

国内学会発表 30 芦澤　健，村上　諒，村元啓仁，平野　央，北村⾹介，河野春奈，⽇野安⾒⼦，松下⼀仁，永⽥政義，中川由紀，和久本芳彰，武藤　智，堀江重郎．転移性尿路上⽪
癌に対するペムブロリズマブ療法による治療効果に与えるサルコペニアの影響についての検討．第108回⽇本泌尿器科学会総会．神⼾．2020/12/22-24．

国内学会発表 31 ⽇野安⾒⼦，北村⾹介，磯⾕周治，松下⼀仁，永⽥政義，中川由紀，和久本芳彰，武藤　智，堀江重郎，島⽥陽介，⼤野　実，堀　賢．シスプラチンによる急性腎障害
（AKI）に対する後ろ向き研究．第108回⽇本泌尿器科学会総会．神⼾．2020/12/22-24．

国内学会発表 32 脇⽥晴彦，斎藤恵介，⽩川智也，増⽥奈々⼦，野⼝尊弘，中島晶⼦，武藤　智，藤⽥和彦，堀江重郎．当院における転移性腎細胞癌に対するニボルマブ・イピリムマブ併⽤療
法の使⽤経験．第108回⽇本泌尿器科学会総会．神⼾．2020/12/22-24．

国内学会発表 33 村元啓仁，武藤　智，芦澤　健，平野　央，野間康央，知名俊幸，北村⾹介，松下⼀仁，永⽥政義，磯⾕周治，中川由紀，和久本芳彰，堀江重郎．開腹膀胱全摘除術
とロボット⽀援膀胱全摘除術の前後での腎機能の推移．第108回⽇本泌尿器科学会総会．神⼾．2020/12/22-24．

国内学会発表 34
三⼾　統，芦澤　健，安野雄太，野波隆寛，泊　美樹，⽩川智也，中村　聡，永島優⽣，⽯川圭祐，平野　央，知名俊幸，河野春奈，清⽔史孝，松下⼀仁，永⽥政
義，磯⾕周治，中川由紀，和久本芳彰，武藤　智，堀江重郎．巨⼤後腹膜腫瘍切除を⾏った海綿状⾎管腫の1例．第634回⽇本泌尿器科学会東京地⽅会．東京．
2020/12/18．

国内学会発表 35 芦澤　健，三⼾　統，⽩川智也，平野　央，北村⾹介，清⽔史孝，永⽥政義，武藤　智，堀江重郎．サルコペニアを有する転移性尿路上⽪癌に対するペムブロリズマブの有効性
の検討．第6回⽇本泌尿器腫瘍学会学術集会．横浜．2020/10/24-25．

国内学会発表 36 ⽊村僚喜，北村⾹介，芦澤　健，松下⼀仁，永⽥政義，磯⾕周治，武藤　智，坂本善郎，堀江重郎．結腸利⽤膀胱拡⼤術後に発症した膀胱癌に対して集学的治療が奏功
した⼀例．第6回⽇本泌尿器腫瘍学会学術集会．横浜．2020/10/24-25．

国内学会発表 37 村元　啓仁，平野　央，永⽥政義，野波隆寛，永島優⽣，磯⾕周治，和久本芳彰，武藤　智，堀江重郎．当科における進⾏性腎癌に対する分⼦標的薬と免疫チェックポイント
阻害薬治療の臨床的検討．第6回⽇本泌尿器腫瘍学会学術集会．横浜．2020/10/24-25．

国内学会発表 38 ⽩川智也，芦澤　健，知名俊幸，清⽔史孝，松下⼀仁，永⽥政義，磯⾕周治，和久本芳彰，武藤　智，堀江重郎．当院におけるロボット腎部分切除後の術後腎機能に与え
る因⼦についての検討．第6回⽇本泌尿器腫瘍学会学術集会．横浜．2020/10/24-25．

⼩林拓郎, 膀胱全摘＋回腸道管造設術後の傍ストマヘルニア発症リスク因⼦の検討, ⽇本泌尿器腫瘍学会第6回学術集会, 神⼾, 2020年10⽉24⽇



国内学会発表 39 磯⾕周治，芦澤　健，平野　央，知名俊幸，河野春奈，松下⼀仁，永⽥政義，中川由紀，和久本芳彰，武藤　智，堀江重郎．ロボット腎部分切除における性差に関する検
討．第20回⽇本Menʼs Health医学会．WEB．2020/10/9, 10

国内学会発表 40 堀⽥善宇，Fink Julius，島⽥陽介，松下⼀仁，河野春奈，武藤　智，堀　賢，堀江重郎．⾎中テストステロン値は⾎液バイオマーカーとの相関関係に対する加齢の影響．第20
回⽇本Menʼs Health医学会．WEB．2020/10/9, 10

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 武藤　智．リンパ節転移陽性例に対する術前補助化学療法の有効性と意義（neoadjuvant を選択すべき⾄適症例は ?）．シンポジウム6　転移性尿路上⽪がんの薬物療法 - ⽩

⾦製剤の意義を⾒直す -．第6回⽇本泌尿器腫瘍学会学術集会．横浜．2020/10/24-25．

特別講演・
招待講演 2 中川由紀，武藤　智，和久本芳彰，永⽥政義，磯⾕周治，松下⼀仁，清⽔史孝，知名俊幸，河野春奈，堀江重郎．PEKTへの障壁︓悪性腫瘍や⼼疾患の既往を有する症

例へのPEKT．第85回⽇本泌尿器科学会東部総会．WEB．2020/9/25-10/16．

特別講演・
招待講演 3 武藤　智．シンポジウム7　嚢胞性腎疾患―最近の知⾒に基づく診断と治療―．ADPKDの治療―これまでとこれから―．第63回⽇本腎臓学会学術総会．横浜．2020/8/19-

21．


